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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
、
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
地
方
財
政
の
状
況
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
に
伴
う
税
収
増
等
に
よ

り
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
社
会
保
障
関

連
経
費
の
増
大
等
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
第
１
回
よ
ろ

こ
び
の
ま
ち
久
喜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
、

久
喜
市
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
作
成
、
さ
ら
に
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
市
内
事

業
者
を
私
が
訪
問
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す

る
市
長
の
№
１
訪
問
の
開
始
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
市
内
外
に
広
く
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
全
小
中
学
校
の
教
室
の
エ
ア

コ
ン
一
斉
稼
働
開
始
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
、
謹

ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
、
10
月
の
鳥

取
県
中
部
地
震
と
大
規
模
な
自
然
災
害
が
続

い
て
お
り
、
改
め
て
、
身
の
回
り
の
災
害
へ

の
備
え
や
地
域
で
の
連
携
な
ど
、
災
害
対
策

の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
久
喜
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
11
月
に
長
野
県
青
木
村
と
３
団
体
目
と

施
設
の
新
設
や
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
東
西
連
絡
地

下
道
東
口
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
完
成
な
ど
、

子
ど
も
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
の
開
始
、
大
学
や
商
業
施
設
と
の
協
働
を

推
進
す
る
連
携
協
定
締
結
な
ど
、
新
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
私
の
久
喜
市
長
選
挙
の
公
約
で

あ
る
「
久
喜
№
１
宣
言
」
の
総
仕
上
げ
の
年

と
し
て
位
置
付
け
、
全
力
で
施
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
に「
駅
前
保
育
所
」

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
東
京
理
科
大
学
久

喜
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
へ
の
子
育
て
教
育
セ
ン

タ
ー
等
の
整
備
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
子

育
て
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
栗
橋
地
区
の
液
状
化
対
策
工
事

を
完
成
さ
せ
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

な
る
災
害
時
に
お
け
る
自
治
体
間
の
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
市
民
の
皆
様

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
迅
速
な
応
急

対
策
や
復
旧
対
策
な
ど
災
害
時
の
相
互
応
援

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
市
議
会
で
は
、
議
会
に
お
け
る
情
報

伝
達
の
迅
速
化
や
情
報
共
有
化
な
ど
、
議
会

活
動
の
利
便
性
向
上
に
よ
り
市
民
に
開
か
れ

た
分
か
り
や
す
い
議
会
の
実
現
を
図
る
た

め
、
昨
年
10
月
に
久
喜
市
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
導
入
し
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
図
る
な
ど
、
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
久
喜
市
発
展
の
た
め
の
課
題
の
解

決
に
む
け
て
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
は
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
意
を
新

た
に
本
年
も
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
、
市
民
の

を
前
進
さ
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
関
東
屈
指
の
交
通
の
要
衝
で
あ

る
本
市
は
、
本
年
予
定
さ
れ
る
圏
央
道
の
成

田
空
港
な
ど
へ
の
開
通
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
市
へ
の
企
業
進
出
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
新
た
な
産
業
拠
点
開
発
に
取
り
組
み
、

雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
未
来

を
創
造
す
る
個
性
輝
く
文
化
田
園
都
市
」
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
緊
張
感
を
持
っ

て
、
よ
り
質
の
高
い
議
会
を
目
指
す
と
と
も

に
、
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
住
み
つ
づ
け

た
い
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

久喜市議会議長

柿
かき

　沼
ぬま

　繁
しげ

　男
お

久喜市長

田
た

　中
なか

　暄
けん

　二
じ

謹賀新年

酉
と  り

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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内
容　
学
校
給
食
の
調
理

勤
務
地　
鷲
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
（
週
５
日
）　
８

時
30
分
～
1₅
時
1₅
分
（
７
時
4₅
分
か
ら
の
早

番
あ
り
）

※
学
校
休
業
日
を
除
く

賃
金　
時
給
９
５
０
円

募
集
人
数　
５
人

申
込
方
法
・
問
合
せ　
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
（
鷲
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
学
務

課
［
菖
蒲
総
合
支
所
内
］
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３

㎝
）
を
貼
付
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

鷲
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
４
０

－

０
２
１
７　
久
喜
市
鷲
宮
８
１
９
／
☎
₅8
・

５
７
２
０
）
へ

内
容　
子
ど
も
の
安
全
・
健
康
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
適
切
な
遊
び
の
場
の
提
供
や

生
活
習
慣
等
の
指
導
・
助
言
を
行
う

対
象　
子
ど
も
が
好
き
で
、
保
育
士
・
教
諭

資
格
等
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数　
若
干
名
（
随
時
受
付
）

内
容　
菖
蒲
地
区
の
介
護
保
険
料
訪
問
徴
収

業
務

応
募
資
格　
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
す
る
方

募
集
人
数　
１
人

勤
務
日　
月
10
日
以
内

勤
務
時
間　
１
日
５
時
間

　
市
立
小
・
中
学
校
ま
た
は
幼
稚
園
に
勤
務

す
る
業
務
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
、
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

内
容　
校
内
環
境
美
化
業
務
全
般

勤
務
地　
市
立
小
・
中
学
校
ま
た
は
幼
稚
園

勤
務
時
間　
８
時
30
分
か
ら
1₅
時
ま
で
の
う

ち
の
連
続
す
る
５
時
間
以
内

※
週
２
、
３
回
の
交
替
勤
務

採
用
時
期　
４
月

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
い
世
代
の

政
治
参
加
を
進
め
る
た
め
、
投
票
事
務
全
般

の
立
ち
会
い
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
者
の
中

か
ら
、
選
挙
の
都
度
、
連
絡
の
上
、
任
用
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象　
18
歳
、
19
歳
、
20
代
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

時
間　
投
票
日
の
７
時
～
20
時

場
所　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投

票
所

報
酬　
日
額
１
万
７
０
０
円

申
込
方
法
・
問
合
せ　
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
２
４
７
／

22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルsenkan@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

賃
金
等　
各
募
集
施
設
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
面
接
（
面
接
日
時
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。
）

応
募
方
法　
電
話
で
事
前
確
認
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送
で
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

各
募
集
施
設
へ

採
用
時
期　
４
月
１
日

報
酬　
日
額
５
０
０
０
円

募
集
期
限　
１
月
31
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ　
菖
蒲
総
合
支
所
福
祉
課

（
内
線
１
５
０
）

賃
金　
時
給
８
７
０
円

申
込
期
限　
１
月
27
日
㈮　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
市
指
定
の
臨
時
職
員

登
録
申
込
書
（
学
務
課
お
よ
び
教
育
委
員
会

各
分
室
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、写
真
添
付
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

学
務
課
学
事
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
〒
３

４
６

－

０
１
９
２　
所
在
地
記
入
不
要
／
内

線
３
３
３
）
へ

　
〃
●
●
姿〃

●
●

ダ
ブ
ル
ク
オ
テ
ー
シ
ョ
ン
見
本

募集施設 勤務時間 問合せ（平日のみ）

久喜市学
童保育運
営協議会
（久喜、
菖蒲、鷲
宮地区）

平日…６時間
勤務
学校の休日…
８時間勤務

〒346−0013　青葉1
−2−2（地域交流セ
ンター内）
☎24−3922（9時～
16時30分）

くりっ子
放課後児
童クラブ

平日・学校の
休日…３時間
勤務（平日　
週２～４日／
土曜日　月１
～２日）
夏休み等…４
～５時間勤務

〒349−1102　栗橋
中央2−7−1
☎52−4218（11時～
18時30分）

風の子学
童保育ク
ラブ／風
の子南学
童保育ク
ラブ

平日・学校の
休日…３～４
時間勤務（土
曜勤務あり）

〒349−1117　南栗
橋4−21−1
☎53−0473（10時～
18時30分）

しずか学
童クラブ

平日・学校の
休日…３時間
勤務

〒349−1123　間鎌
444−1
☎52−4417（13時～
18時30分）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員
（
支
援
員
）
募
集

介
護
保
険
料
収
納
推
進
員
募
集
（
菖
蒲
地
区
）

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
業
務
員
（
臨
時
職
員
）
登
録

鷲
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
（
臨
時
職
員
）
募
集

18
歳
、
19
歳
、
20
代
の
投
票
立
会
人
募
集
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会
事
務
局
は
平
成
30
年
１
月
、

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

平
成
31
年
４
月
、
（
仮
称
）
子
育

て
教
育
セ
ン
タ
ー
は
平
成
32
年
４

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
等
】

　
少
子
社
会
と
い
う
こ
と
で
、
久

喜
市
に
限
ら
ず
、
近
隣
の
市
町
も

含
め
て
、
人
口
問
題
は
非
常
に
重

要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
市
政

運
営
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
政

策
で
社
会
増
・
自
然
増
を
図
っ
て

い
く
の
で
す
か
。

　
総
合
戦
略
の
５
年
間
の
政
策
は
、

総
合
振
興
計
画
と
の
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

【
回
答
】

　
日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
８
年

（
平
成
20
年
）
の
１
億
２
８
０
８

万
人
が
概
ね
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
で
は
、
２
０
６
０
年

（
平
成
72
年
）
に
は
８
６
７
４
万

人
と
、
１
億
人
を
下
回
る
と
推
計

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は
、

２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
に
１

億
人
程
度
の
人
口
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
も
、
平
成
27
年
度
中
に
、

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め

申
し
立
て
る
こ
と
、
３
つ
目
は
、

教
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
意
見
を

申
し
出
る
こ
と
。
こ
の
３
つ
が
で

き
る
と
い
う
権
限
を
認
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
学
校
運
営
協
議
会
は
、
学

校
や
校
長
と
共
に
、地
域
の
願
い
、

あ
る
い
は
子
ど
も
を
こ
う
育
て
た

い
、
こ
う
い
う
教
育
を
し
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

で
す
が
、
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
学
校

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

の
代
表
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
28
年
４
月
に
太
田
小
、
久

喜
東
小
、
太
東
中
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
各
校
の
課
題
に

対
し
委
員
を
中
心
に
教
育
活
動
の

一
助
と
な
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
市
内
全
小
・
中
学

校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

て
い
き
ま
す
。

【
意
見
等
】

　
東
京
理
科
大
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
は
い
つ
ご
ろ
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
か
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
教
育
施
設
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
が
、
そ
の
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
回
答
】

　
東
京
理
科
大
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
庁
内
で
検
討
組
織
を
作

り
、
検
討
中
で
す
。
現
在
、
全
体

の
敷
地
と
建
物
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
計
画
案
の
策
定
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
お
り
、
８
月
中
に
取

り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
供
用
開
始
に
つ
い
て
は
、
本
来

で
あ
れ
ば
一
度
に
全
体
の
供
用
開

始
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

す
が
、
大
き
な
施
設
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
一
部
を
先
行
し
て
供

用
開
始
し
、
最
終
的
な
全
体
活
用

に
向
け
て
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
供
用
開
始
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
お
示
し
で
き
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
活
用
の
方
向
性
で
す
が
、
ア
イ

デ
ア
募
集
の
中
で
教
育
施
設
や
福

祉
施
設
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◆
東
京
理
科
大
跡
地
の
活
用
は
、

市
民
ア
イ
デ
ア
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
、

子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
を
主

軸
と
し
た
「
東
京
理
科
大
学
久
喜

キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
活
用
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
供
用
開
始
時
期
は
、
教
育
委
員

【
意
見
等
】

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が

ど
の
よ
う
な
規
模
や
内
容
で
地
域

に
浸
透
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
い

く
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
い
い
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
の
権
限
と
い

う
の
は
３
つ
あ
り
、
１
つ
目
は
、

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の
方

針
あ
る
い
は
指
導
計
画
、
ど
ん
な

学
校
、
ど
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
く
か
と
い
う
計
画
を
承
認
す

る
こ
と
、
２
つ
目
は
、
学
校
ま
た

は
教
育
委
員
会
に
対
し
て
意
見
を

◆
開
催
日
程
・
参
加
者
数

　平成28年７月1₆日㈯・23日㈯・24日㈰に市内５会場で「市民懇談会“市民との元気アップ懇談会”」が開催され
ました。懇談会では、田中市長が「久喜市総合振興計画」リーディングプロジェクト・まちづくり重点政策「久喜
№１宣言」について説明を行った後、市民の皆さんとの意見交換が行われました。延べ3₆₆人の市民の皆さんにご
参加いただくとともに、多くのご意見・ご要望が寄せられました。
　ここでは、この懇談会にお寄せいただいたご意見・ご要望などの一部を抜粋してご紹介します。
問合せ　シティプロモーション課広報広聴係（内線₅911）

開催会場 日時 参加者数

農業者トレーニ
ングセンター

７月16日㈯９時
30分～11時32分 69人

鷲宮総合支所 ７月16日㈯14時
～15時55分 69人

中央公民館 ７月23日㈯９時
30分～11時54分 84人

東公民館 ７月23日㈯14時
～16時10分 77人

栗橋文化会館 ７月24日㈰９時
30分～11時27分 67人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て

東
京
理
科
大
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て

久
喜
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
に
つ
い
て

市民懇談会“市民との元気アップ懇談会”
懇 談 の 概 要 を 報 告 し ま す

広報　くき　2017（平成29年）.１ 4



ら
れ
、
平
成
28
年
３
月
に
人
口
の

現
状
と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る

久
喜
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
今
後

５
年
間
の
目
標
と
施
策
の
基
本
的

な
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と

め
た
久
喜
市
総
合
戦
略
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
で
は
、国
立
社
会
保
障・

人
口
問
題
研
究
所
が
推
計
す
る
２

０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
の
久
喜

市
の
人
口
８
万
９
５
１
５
人
に
対

し
、
11
万
３
５
９
人
と
い
う
目
標

を
立
て
て
い
ま
す
。
総
合
戦
略
で

は
「
安
心
し
て
働
け
る
ま
ち
を
つ

く
る
」、「
若
者
に
選
ば
れ
る
魅
力

的
な
ま
ち
を
つ
く
る
」、「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
ま
ち
を
つ
く
る
」、「
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ

く
る
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
立

て
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
総
合
振
興
計
画
と
の
整

合
性
の
関
係
で
す
が
、
総
合
振
興

計
画
が
市
の
最
上
位
の
計
画
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

総
合
戦
略
も
進
め
て
い
ま
す
。

◆
企
業
誘
致
の
促
進
に
よ
る
雇
用

の
創
出
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
、
男

性
も
対
象
と
し
た
不
妊
治
療
費
の

助
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
合
計
特
殊
出
生

率
の
向
上
お
よ
び
人
口
の
社
会
増

減
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
意
見
等
】

　
こ
れ
か
ら
若
者
が
も
っ
と
久
喜

【
意
見
等
】

　
一
部
移
転
、
白
紙
撤
回
、
加
須

市
と
の
覚
書
等
出
て
い
ま
す
が
、

済
生
会
栗
橋
病
院
の
こ
と
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
済
生
会
栗
橋
病
院
は
平
成
元
年

７
月
に
開
院
し
、
30
年
近
く
経
過

し
本
館
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
急

性
期
お
よ
び
高
度
急
性
期
の
機
能

を
加
須
市
に
一
部
移
転
し
た
い
と

い
う
話
が
、
３
月
23
日
に
済
生
会

栗
橋
病
院
か
ら
市
長
、
議
長
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
４
月
に
改

め
て
済
生
会
栗
橋
病
院
か
ら
話
を

聞
き
、
行
政
か
ら
久
喜
市
議
会
に

対
し
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
４
月
下
旬
に
栗

橋
地
区
の
市
議
会
議
員
、
区
長
等

か
ら
済
生
会
栗
橋
病
院
の
現
在
地

で
の
存
続
を
求
め
る
要
望
書
が
提

出
さ
れ
、
６
月
定
例
会
本
会
議
で

は
、
加
須
市
長
と
済
生
会
栗
橋
病

院
長
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
済

生
会
栗
橋
病
院
の
一
部
機
能
の
加

須
市
へ
の
移
転
に
関
す
る
覚
書
」

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
決
議
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栗
橋
地

区
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
済
生
会
栗

橋
病
院
の
加
須
市
へ
の
移
転
計
画

に
反
対
し
、
現
在
地
ま
た
は
現
在

地
周
辺
で
の
医
療
機
能
の
充
実
と

強
化
を
求
め
る
請
願
」
の
請
願
書

も
採
択
さ
れ
、地
元
か
ら
は
市
長
、

市
議
会
議
長
あ
て
に
陳
情
書
が
出

さ
れ
ま
し
た
。久
喜
市
と
市
議
会
、

地
元
の
方
々
の
三
者
は
、
６
月
20

日
・
21
日
で
、
５
か
所
の
関
係
機

関
に
要
望
書
等
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
県
内
に
は
済
生
会
病
院
が
３
か

所
あ
り
、
済
生
会
川
口
総
合
病
院

が
そ
の
事
務
局
に
な
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
済
生
会
の
支
部
会
長
に
は
、

そ
の
済
生
会
川
口
総
合
病
院
の
病

院
長
が
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

支
部
会
長
、
そ
し
て
、
済
生
会
の

本
部
か
ら
も
、「
こ
れ
は
機
関
決
定

で
は
な
い
、
済
生
会
と
し
て
決
定

し
て
い
る
事
項
で
は
な
い
」
と
い

う
ご
返
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
久
喜
市
は
、
済
生
会
栗
橋
病
院

が
、
今
後
も
現
在
地
に
お
い
て
医

療
を
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
埼
玉
県
済
生
会
支
部
で
は
、
病

院
の
再
整
備
や
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
平
成
28
年
７
月

１
日
付
で
「
栗
橋
病
院
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
平
成
29

年
３
月
末
ま
で
検
討
を
重
ね
、
最

終
的
に
施
設
整
備
基
本
構
想（
案
）

を
取
り
ま
と
め
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

市
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
う
環
境

づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

　
現
在
、本
市
に
お
い
て
は
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
、

こ
と
り
っ
ぷ
や
、
住
み
や
す
さ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
や
は
り
、
若
者
が
集
ま

る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ち

の
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
、

関
係
団
体
の
代
表
の
方
々
と
「
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
く
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

い
う
組
織
を
作
り
、
い
ろ
い
ろ
な

視
点
か
ら
久
喜
市
の
活
性
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
若
者
に
も
喜
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
、
定
着
・
定
住
し
て
く
れ
る
よ

う
な
政
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

も
精
一
杯
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光
ガ
イ
ド
は
、
平
成
28
年
９

月
に
、
情
報
発
信
力
の
あ
る
若
い

世
代
に
人
気
の
旅
行
冊
子
「
こ
と

り
っ
ぷ
」
の
久
喜
版
を
発
行
し
、

無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
・
ご
要
望
は
、
市
民
参
加
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
各

総
合
支
所
、
公
文
書
館
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中
央
・
東
・

西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各
公

民
館
、
菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会

館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
菖

蒲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
央
・

鷲
宮
の
各
図
書
館
、
毎
日
興
業
ア

リ
ー
ナ（
第
１
体
育
館
）、菖
蒲
・

鷲
宮
の
各
温
水
プ
ー
ル
、
栗
橋
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
〃
●
●
姿〃

●
●

ダ
ブ
ル
ク
オ
テ
ー
シ
ョ
ン
見
本

※�意見・質問等の集計
は、当日の発言と文
書で提出されたもの
の集計です。

分類 件数

健康・医療 ３件

環境 ６件

教育・文化 ９件

道路・交通 16件

生活基盤整備 21件

福祉 ７件

産業・労働 ５件

その他 ８件

合計 75件

済
生
会
栗
橋
病
院
に

つ
い
て

若
者
が
集
ま
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て

●市民懇談会“市民との元気アップ懇談会”●
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１
平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書

※
平
成
28
年
度
の
市
・
県
民
税
申
告
を
し
た

方
に
、
１
月
末
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。
本
庁

　
舎
お
よ
び
各
総
合
支
所
に
も
配
架
し
ま
す
。

２
印
鑑

３
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

　
①
②
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
番
号
確
認
書
類　
通
知
カ
ー
ド
／
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る
住
民
票
の
写
し
ま
た

は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

②
本
人
確
認
書
類   

運
転
免
許
証
／
パ
ス
ポ
ー

ト
／
障
害
者
手
帳
／
在
留
カ
ー
ド
／
公
的
医

療
保
険
の
被
保
険
者
証
等

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
な
い
場
合
で
も

申
告
書
は
受
理
し
ま
す
。

４
収
入
を
証
明
す
る
資
料（
源
泉
徴
収
票
、支

　
払
調
書
、収
支
内
訳
書
、
支
払
明
細
書
等
）

※
収
支
内
訳
書
は
事
前
に
作
成
の
上
、
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。（
営
業
等
・
農
業
・
不
動

　
産
所
得
の
あ
る
方
）

５
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
地
震

　
市
の
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

便
利
な
郵
送
で
の
申
告
が
お
勧
め
で
す
。

〈
郵
送
に
よ
る
申
告
方
法
〉

　
「
平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
」

に
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
所
得
金
額
・
控
除
内
容
等

の
必
要
事
項
を
記
入
お
よ
び
押
印
し
、
必
要

書
類
を
添
付
の
上
、
３
月
1₅
日
㈬
ま
で
に
市

民
税
課
市
民
税
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
）
へ

保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

６
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
等
）
の
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

７
学
生
証
（
勤
労
学
生
控
除
を
受
け
る
方
）

８
寄
附
金
の
受
領
証
等

９
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の
（
障
害
者
手
帳

等
）

10
医
療
費
の
明
細
書
お
よ
び
領
収
書
、
保
険

で
補
塡
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
も
の

※
個
人
や
病
院
ご
と
に
集
計
の
上
、
事
前
に

明
細
書
を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
も
な
く
平
成
29
年
度
市
・
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
す
。
申
告
は
必
ず
期
限
ま
で
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
、
勤
務
先
や
年
金
支
払
者
な
ど
か
ら
給
与
や
年

金
の
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
他
の
所
得
の
あ
る
方
や
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
各
種
控
除
（
医
療
費
控
除
や

生
命
保
険
料
控
除
等
）
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
税
課
市
民
税
係
（
内
線
２
６
８
５
）
／
各
総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
３

６
／
栗
橋
・
内
線
２
２
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
４
５
）

※ 例年、午前中は会場が大変混み合いま
す。また、混雑の状況により、午前中
の受け付けを早めに締め切らせていた
だくことがあります。
※�会場により日程が異なります。対象地
区を振り分けていますが、対象地区以
外の方も申告できます。

※番号札の配布は８時30分から開始します。受付時間　各日９時～11時／13時～16時

市
・
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の

郵
送
で
の
申
告
が
便
利

久喜市役所４階会議室

受付日 対象地区

２月14日㈫ 指定日に申告できない方
（ただし、市・県民税の
申告に限ります）　　15日㈬

　　16日㈭ 江面・上早見・下早見

　　17日㈮ 南・除堀

　　20日㈪
樋ノ口・原・北中曽根・
所久喜・六万部・上清久

　　28日㈫ 久喜東１～３丁目

３月１日㈬ 久喜東４～６丁目

　　２日㈭ 久喜中央・古久喜

　　３日㈮ 久喜北・下清久

　　５日㈰ 指定日に申告できない方

　　10日㈮
本町１〜２丁目・野久喜・
久喜新

　　13日㈪ 本町３～８丁目・久喜本

　　14日㈫ 上町・太田袋・北青柳

　　15日㈬ 指定日に申告できない方

ふれあいセンター久喜３階会議室

受付日 対象地区

２月21日㈫ 吉羽

　　22日㈬ 西・青葉1丁目

　　23日㈭ 青葉２～５丁目

　　24日㈮ 栗原・青毛

菖蒲総合支所４階第１集会室

受付日 対象地区

２月16日㈭
菖蒲

　　17日㈮

　　20日㈪ 新堀・上大崎

　　21日㈫ 三箇

　　22日㈬ 台・河原井・柴山枝郷

　　23日㈭ 小林

　　24日㈮ 上栢間・下栢間

　　27日㈪ 指定日に申告できない方

栗橋総合支所２階会議室

受付日 対象地区

３月６日㈪ 河原代・栗橋北・間鎌

　　７日㈫
北広島・栗橋・小右衛門・
高柳・松永

　　８日㈬ 緑１丁目・伊坂

　　９日㈭ 栗橋中央・中里・島川・
狐塚・新井・佐間

　　10日㈮ 栗橋東１～３丁目

　　13日㈪ 栗橋東４～６丁目

　　14日㈫ 南栗橋１～12丁目

　　15日㈬ 指定日に申告できない方

鷲宮総合支所４階会議室

受付日 対象地区

２月27日㈪ 久本寺・上内・わし宮団地

　　28日㈫ 葛梅・中妻

３月１日㈬ 東大輪・西大輪

　　２日㈭
砂原１丁目・鷲宮中央・
鷲宮・鷲宮１～３丁目

　　３日㈮ 鷲宮４～６丁目

　　５日㈰ 指定日に申告できない方

　　６日㈪ 桜田１〜２丁目

　　７日㈫ 桜田３〜４丁目

　　８日㈬
八甫・外野・上川崎・
栄１丁目

　　９日㈭ 指定日に申告できない方

市
・
県
民
税
の
申
告
期
間
は

２
月
14
日
㈫
～
３
月
15
日
㈬
で
す

平成29年度　市・県民税　申告会場および日程表
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２
月
1₆
日
㈭
～
３
月
1₅
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
春

日
部
税
務
署
で
は
、
２
月
19
日
㈰
・
2₆
日

㈰
に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

※
還
付
申
告
は
２
月
1₅
日
㈬
以
前
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

　
雑
所
得
と
な
る
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
の
場
合
は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
等
に
よ
り
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
方
は
、
確
定
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要

な
方
で
も
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
内
容
に
変
更
ま
た
は

追
加
の
あ
る
場
合
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
復
興
特
別
所
得
税
額

　
平
成
2₅
年
分
か
ら
49
年
分
ま
で
の
各
年
分

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
付
が
必
要
で
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
そ
の
年
分
の

基
準
所
得
税
額（
原
則
と
し
て
、所
得
税
額
）

に
２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
た
金
額
と
な
り

ま
す
。

■
住
民
税
に
関
す
る
事
項

　
確
定
申
告
書
（
第
二
表
）
の
「
住
民
税
に

関
す
る
事
項
」
欄
は
、
住
民
税
の
税
額
計
算

に
お
い
て
、
所
得
税
と
取
り
扱
い
が
異
な
る

事
項
（
1₆
歳
未
満
の
扶
養
親
族
、
配
当
割
額

控
除
額
、
寄
附
金
税
額
控
除
な
ど
）
を
記
入

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
記
入
が
な
い
場
合
、
住
民
税
に
各
種

控
除
等
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
簡
易
な
内
容
の
確
定
申
告
に
限
り
、
市
・

県
民
税
の
申
告
会
場
で
も
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
春
日
部
税
務
署

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
の
会
場
で
の
受
け
付
け
の
場
合
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
の

写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
市
の
会
場
、
市

民
税
課
、
各
総
合
支
所
税
務
課
へ
ご
持
参

い
た
だ
け
れ
ば
、
春
日
部
税
務
署
へ
提
出

し
ま
す
。

■
市
の
会
場
で
受
け
付
け
で
き
な
い
確
定
申
告

・
営
業
等
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

・
農
業
所
得
が
あ
り
、
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
て
い
な
い
方

・
雑
損
控
除
ま
た
は
災
害
減
免
法
の
適
用
を

受
け
る
方

・
青
色
申
告
の
方

・
総
合
課
税
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

・
分
離
課
税
所
得（
土
地
・
建
物
・
株
式
の
譲

　
渡
所
得
、山
林
所
得
、退
職
所
得
）の
あ
る
方

・
配
当
所
得
の
あ
る
方

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ
る
方
（
勤

務
先
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を
除
く
）

・
還
付
申
告
で
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方

・
平
成
27
年
分
以
前
の
申
告
の
方

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
申
告
無
料
相
談

日
程　
２
月
２
日
㈭
～
1₅
日
㈬   

９
時
30
分
～

12
時
／
13
時
～
1₆
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所　
税
理
士
事
務
所
（
日
程
に
よ
り
担
当

事
務
所
が
変
わ
り
ま
す
。
）

対
象　
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
方
で
、
年
金

を
受
け
て
い
る
方
、
給
与
所
得
者
で
医
療
費

控
除
を
受
け
る
方
、
年
の
中
途
で
退
職
ま
た

は
就
職
し
た
方

※
無
料
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
必
ず
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
関
東
信
越
税
理
士
会
春
日
部
支
部

事
務
局　
☎
０
４
８
・
７
３
８
・
７
４
７
０

（
９
時
30
分
～
12
時
／
13
時
～
1₆
時
）

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
６
ペ
ー
ジ
の
「
市
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
も
の
２
～
10
」と
同
様
で
す
。た
だ
し
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
は
、
預
金
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の
も
必
要
で
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
た
め

の
書
類
等
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
春
日
部
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は

印
刷
し
て
、税
務
署
に
郵
送
で
き
ま
す
の
で
、

大
変
便
利
で
す
。ま
た
、電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ｅ
－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
、
そ
の
ま
ま
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
は
大
変
混
雑

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
（
以
下
、
所
得
税
）
の
確
定
申
告
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
全
て
の
所
得
金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を
計
算

し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
大
切
な

手
続
き
で
す
。
申
告
期
限
ま
で
に
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
春
日
部
税
務
署　
☎
０
４
８
・
７
３
３
・
２
１
１
１

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
、
平
成
28
年
中
に
厚

生
年
金
・
国
民
年
金
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職

を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た

方
に
、
平
成
28
年
分
と
し
て
、
支
払
わ
れ
た

年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額

等
を
お
知
ら
せ
す
る
「
平
成
28
年
分
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
、
平
成
29
年
１
月

中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
の
際
の
添
付
書
類
等
と
し
て
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
の
再
交

付
に
つ
い
て
は
、
春
日
部
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
春
日
部
年
金
事
務
所  

☎
０
４
８・

７
３
７
・
７
１
１
２

平
成
28
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

申
告
期
間

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

簡
易
な
確
定
申
告
の
受
け
付
け

公
的
年
金
等
受
給
者
の

確
定
申
告
不
要
制
度

自
宅
で
確
定
申
告
で
き
ま
す

記
入
漏
れ
に
注
意

！

所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

～
申
告
は
春
日
部
税
務
署
へ
～
　

年
金
コ
ラ
ム
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の
電
子
証
明
書

の
発
行
は
、
平
成
27
年
12
月
で
終
了
し
ま
し

た
。電
子
証
明
書
の
新
規
発
行
・
更
新
に
は
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
に
は
１
か
月
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
電
子
証
明
書
の
新
規

発
行
や
更
新
を
希
望
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
、
現
在
有
効
で
あ
る
電
子
証
明
書

　
所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
用
に
「
お

む
つ
使
用
の
確
認
書
」・「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
（
平
成
28
年
分
）
を
発
行
し
ま

す
の
で
、必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１
お
む
つ
使
用
の
確
認
書

　
こ
の
確
認
書
は
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
に
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
に
代
わ
る
も
の
で
、
医
療
費
控
除
の

対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

対
象　
介
護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

て
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
の
方

※
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で　
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　
介
護
福
祉
課
介
護
認
定

係
（
内
線
３
２
６
８
）
／
各
総
合
支
所
福
祉

課
（
菖
蒲
・
内
線
１
５
１
／
栗
橋
・
内
線
２

３
３
／
鷲
宮
・
内
線
１
７
４
）

２
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書（
平
成
28
年
分
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
手
帳
等
に
よ
り
控
除
を
受
け
る
場

合
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
₆₅
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
ま
た
は
対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

（
要
支
援
１
・
２
認
定
者
を
除
く
）

判
定
基
準
日　
平
成
28
年
12
月
31
日
㈯

申
請
先
・
問
合
せ　
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
（
内
線
３
２
６
４
）
／
各
総
合
支
所
福

祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
５
１
／
栗
橋
・
内
線

２
３
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
７
４
）

【
１
・
２
共
通
】

申
請
期
間　
１
月
1₆
日
㈪
～
３
月
1₅
日
㈬

交
付
手
数
料　
１
件
３
０
０
円

持
物　
対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

は
、住
所
・
氏
名
の
変
更
な
ど
が
な
い
限
り
、

有
効
期
間
ま
で
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
お
よ
び
受
け
取

り
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同

封
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
民
課（
総
合
窓
口
）市
民
係（
内

線
２
６
６
５
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
５
／
栗
橋
・
内
線
２
１
３
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
２
）

◆
生
垣
設
置
奨
励
制
度

　
住
宅
、
店
舗
、
工
場
お
よ
び
事
業
所
な
ど

で
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る

方
を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
要
件　
一
般
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
道
路
に
面
し
て
い
る
こ

と
、
長
さ
が
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

「
久
喜
市
生
垣
設
置
奨
励
金
交
付
要
綱
」
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
ｍ
当
た
り
の
奨
励
金
額　
１
ｍ
当
た
り
の

生
垣
設
置
の
経
費
が
５
０
０
０
円
以
上
の
場

合
は
２
５
０
０
円
、
同
経
費
が
５
０
０
０
円

未
満
の
場
合
は
経
費
の
２
分
の
１
。た
だ
し
、

経
費
が
２
０
０
０
円
未
満
の
場
合
は
１
０
０

第
６
回
　
楽
し
く
お
出
か
け
、
は
つ
ら
つ
ラ

イ
フ
！

●
「
１
週
間
外
出
し
て
い
な
い
」
は
閉
じ
こ

も
り
で
す

　
閉
じ
こ
も
り
は
、
家
の
外
に
出
か
け
ら
れ

る
健
康
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

々
の
行
動
範
囲
が
家
の
中
か
庭
先
ぐ
ら
い
で
、

週
に
１
回
程
度
も
外
出
し
な
い
状
態
を
い
い

ま
す
。

　
閉
じ
こ
も
り
の
生
活
は
、
筋
力
が
低
下
し

て
転
倒
し
た
り
、
消
化
機
能
を
低
下
さ
せ
低

栄
養
の
状
態
に
な
っ
た
り
と
、
不
活
発
な
生

活
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
招
き
ま
す
。

放
っ
て
お
け
ば
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
へ
と

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

●
楽
し
み
広
が
る
お
出
か
け
ポ
イ
ン
ト

・
地
域
の
活
動
や
催
し
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
と
か
か
わ
る
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動
、
同
好
会
な
ど
で

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

・
空
い
た
時
間
に
は
散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

・
買
い
物
に
こ
ま
め
に
出
か
け
て
顔
な
じ
み

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

●
楽
し
く
お
出
か
け
、
は
つ
ら
つ
ラ
イ
フ
！

　
い
か
が
で
し
た
か
？
皆
さ
ん
も
、
外
へ
出

る
楽
し
み
や
喜
び
を
見
つ
け
、
閉
じ
こ
も
り

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
市
内
23
会
場
で
週
１
回
「
い
き

い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
身
近
な
地
域
で
、
気
心
の
知

れ
た
仲
間
と
過
ご
す
時
間
は
、
あ
な
た
の
毎

日
を
き
っ
と
素
敵
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
よ
！

０
円
で
す
。

※
生
垣
の
設
置
前
に
、
市
へ
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

◆
樹
木
・
樹
林
保
存
奨
励
制
度

　
次
の
樹
木
・
樹
林
の
登
録
を
し
た
方
に
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

樹
木　
１
・
２
ｍ
の
高
さ
に
お
け
る
幹
周
り

が
１
・
５
ｍ
以
上
か
つ
高
さ
1₅
ｍ
以
上

樹
林　
５
０
０
㎡
以
上

奨
励
金
額（
年
額
）　
樹
木
１
本
当
た
り
１
８

０
０
円
／
樹
林
１
㎡
当
た
り
８
円

申
込
み
・
問
合
せ　
環
境
課
環
境
企
画
係（
内

線
２
８
２
４
）

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
予
定
の
方
へ

緑
の
保
存
を
支
援
し
ま
す

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
に
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」・

｢

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書｣

を
発
行
し
ま
す

介
護
予
防
コ
ラ
ム

は
つ
ら
つ
★
ク
ッ
キ
ー
ラ
イ
フ
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▲明治後期の栗橋の街並み

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、市
指
定
文
化
財「
久

喜
八
雲
神
社
の
山
車
行
事
（
天
王
様
・
提
灯

祭
）
」
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
提
灯
祭
の
古
い
写
真
と
資
料
を
探
し
て

い
ま
す
の
で
、
対
象
の
写
真
ま
た
は
資
料
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
情
報
提
供
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
第
２
次
久
喜
市
健
康
増
進
・
食
育
推
進
計

画
（
案
）

計
画
の
概
要
（
案
）　
平
成
29
年
３
月
で
計

画
期
間
満
了
と
な
る
久
喜
市
健
康
増
進
計
画

お
よ
び
久
喜
市
食
育
推
進
計
画
の
内
容
を
見

直
し
、
第
２
次
計
画
を
定
め
る

意
見
提
出
期
間　
１
月
18
日
㈬
～
２
月
1₆
日

㈭　
消
印
有
効

意
見
提
出
で
き
る
方　
①
市
内
在
住・在
勤・

在
学
者　
②
市
内
で
事
業
を
営
み
ま
た
は
活

動
す
る
方　
③
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
方　
④
案
件
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

計
画（
案
）等
の
閲
覧　
市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
参
加
」
の
ペ
ー
ジ

で
１
月
17
日
㈫
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
・
意
見
箱
設
置
場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所
、
公
文

書
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中
央
・

東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各
公
民
館
、

菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
栗
橋
・
鷲
宮

東
・
鷲
宮
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

菖
蒲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
央
・
鷲
宮
の

各
図
書
館
、
毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜
メ
イ

※
写
真
や
資
料
は
、
一
度
お
預
か
り
し
、
複

写
後
に
返
却
し
ま
す
。

対
象　
昭
和
以
前
の
懐
か
し
い
写
真
や
関
連

資
料
（
当
時
の
記
録
文
書
、
チ
ラ
シ
な
ど
）

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
２
）

ン
ア
リ
ー
ナ
（
第
１
体
育
館
）
、
菖
蒲
・
鷲
宮

の
各
温
水
プ
ー
ル
、
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

意
見
提
出
方
法
・
問
合
せ　
意
見
書
（
市
民

参
加
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、
持
参

ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
健

康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
〒
３
４
６

－

８
５

０
１　
所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
３
４
２
２

／

22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルken

ko
iryo@

city.kuki.lg.jp

）
へ

検
討
結
果
の
公
表　
提
出
意
見
の
概
要
・
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
・
計
画
（
案
）
の

修
正
内
容
を
市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
氏
名
・
住
所
を
除
き
公
表
し

ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
栗
橋
を
通
る
日に

っ

光こ
う

道ど
う

中ち
ゅ
う（
日
光
街
道
）は
、

江
戸
（
東
京
）
と
日
光
を
結
ぶ
街
道
で
、
途

中
の
宇
都
宮
か
ら
は
東
北
地
方
へ
向
か
う
奥お

う

州し
ゅ
う

道ど
う

中ち
ゅ
うと
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
北
へ
と
向
か
う
重
要
な
拠
点
と
し
て
、

日
光
道
中
が
整
備
さ
れ
た
江
戸
時
代
以
降
、

多
く
の
著
名
人
が
栗
橋
を
通
っ
て
北
へ
と
向

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
前
大
統
領
の
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
シ
ン
プ

ソ
ン
・
グ
ラ
ン
ト
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
グ
ラ
ン
ト
は
、
第
18
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

大
統
領
で
す
。
１
８
２
２
年
（
文
政
５
）
生

ま
れ
の
グ
ラ
ン
ト
は
、
南
北
戦
争
で
北
軍
最

高
司
令
官
と
し
て
北
軍
を
勝
利
へ
と
導
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
功
績
を
追
い
風
に
１

８
６
８
年
（
明
治
元
年
）
の
大
統
領
選
に
共

和
党
候
補
と
し
て
立
候
補
し
て
当
選
し
、
２

期
８
年
を
務
め
ま
し
た
。

　
大
統
領
引
退
後
に
は
世
界
旅
行
に
出
発
し
、

明
治
12
年
（
１
８
７
９
）
に
日
本
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
日
本
で
は
国
賓
待
遇
を
受
け
、

明
治
天
皇
と
の
会
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
日
光

や
箱
根
を
訪
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
17
日
に
東
京
を
出
発
し
、
日
光
で
10

日
間
ほ
ど
過
ご
し
た
後
に
東
京
へ
と
戻
り
ま

し
た
。
移
動
は
皇
室
用
馬
車
を
使
用
し
て
お

り
、
復
路
で
は
、
7
月
30
日
に
埼
玉
県け

ん

令れ
い

（
現
在
の
県
知
事
）
の
白し

ら

根ね

多た

助す
け

が
、
グ
ラ

ン
ト
を
栗
橋
で
出
迎
え
、
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
て
い
ま
す
。
一
行
は
そ
の
後
、
幸
手
に
移

動
し
、
グ
ラ
ン
ト
主
催
の
宴
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
栗
橋
で
県
令
が
前
大
統
領
を
迎
え
た
と
き

の
光
景
を
、
栗
橋
の
街
を
歩
き
な
が
ら
想
像

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
１
）

提
灯
祭
の
古
い
写
真
と
資
料
を
探
し
て
い
ま
す

市
民
意
見
提
出
制
度
に
よ
る
意
見

連
載
　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
63
回
）

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
行
き
交
う
街

引
退
し
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
栗
橋
通
行

こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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中
なか

村
むら

　喜
き

美
み

子
こ

さん
（再任）

板
ばん

東
どう

　惠
けい

子
こ

さん
（再任）

益
ます

山
やま

　典
のり

子
こ

さん
（新任）

松
まつ

村
むら

　孝
のり

江
え

さん
（新任）

▲昨年の様子

◆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

　
ル
ス
）
、
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫

　
不
全
症
候
群
）
と
は

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
と
て
も
感
染
力
の

弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
咳
や
く
し
ゃ

み
、
お
風
呂
な
ど
日
常
生
活
で
感

染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感

染
経
路
は
、
性
的
接
触
、
血
液
感

染
、
母
子
感
染
の
３
つ
で
す
。
感

染
は
、
正
し
い
知
識
と
行
動
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が

原
因
で
、
免
疫
機
能
が
下
が
る
こ

と
に
よ
り
お
こ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
総
称
を
言
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ
に
エ
イ
ズ

を
発
症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
は
治
療
薬
の
開
発
が
進

み
、
感
染
を
早
期
発
見
し
、
早
期

治
療
す
る
こ
と
で
エ
イ
ズ
の
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
新
規
感
染
者
報
告
数
は

２
０
０
７
年
以
降
、
毎
年
１
０
０

０
件
を
超
え
て
推
移
し
て
お
り
、

〃
特
別
な
人
の
病
気〃

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
誰
も
が
感
染
す
る
可
能

性
の
あ
る
感
染
症
の
ひ
と
つ
で
す
。

た
と
え
今
、
感
染
し
て
い
な
く
て

も
、
予
防
を
怠
れ
ば
将
来
誰
に
で

も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

　
な
ぜ
感
染
し
た
の
か
、
ど
う
し

て
感
染
し
た
の
か
を
問
題
と
す
る

の
で
は
な
く
、
感
染
者
や
患
者
が

安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
、
共

生
で
き
る
社
会
と
す
る
た
め
に
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
他
人
事
で
は
な
い

「
自
分
の
問
題
」と
し
て
と
ら
え
、

感
染
者
や
患
者
、
ま
た
そ
の
家
族

の
人
権
に
配
慮
し
、
支
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
健
康
企
画

係
（
内
線
３
４
２
２
）

日
時　
２
月
３
日
㈮　
受
け
付
け

13
時
30
分
／
14
時
～
1₅
時
30
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す 

内
容　
「
私
た
ち
に　
問
わ
れ
る

人
権
問
題
」

講
師　
水み

ず

島し
ま

輝て
る

彦ひ
こ

さ
ん
（
部
落
解

放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会
副
執
行
委

員
長
）

　
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

（
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
訪
問
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
男
女
共
同

参
画
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
中
の
団
体
に
よ
る
展
示
の

見
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
午
後
は
埼

玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
を

見
学
し
ま
す
。

日
時　
２
月
４
日
㈯　
市
役
所
８

時
30
分
出
発
～
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
Ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
～
埼
玉
県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
～
市
役
所
17
時
帰

着
（
予
定
）

※
各
総
合
支
所
、
久
喜
駅
西
口
経

由
予
定
。
集
合
場
所
、
順
路
は

申
し
込
み
状
況
に
よ
り
決
定
し

　
ま
す
。市
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

定
員　
３
０
８
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　
無
料

問
合
せ　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
生
涯
学
習
課
人
権

教
育
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内

線
３
７
５
／
8₅
・
１
７
８
８
／

Ｅ
メ
ー
ルshogaigakushu@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
30
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
２
０
０
円（
昼
食
各
自
負
担
）

申
込
期
限　
１
月
23
日
㈪　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル

に「
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」・
住
所・

氏ふ
り

名が
な

・
年
齢
・
電
話
番
号
・
乗
車

場
所
を
明
記
の
上
、
人
権
推
進
課

男
女
共
同
参
画
係
（
内
線
２
３
２

２
／
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー

ルjinken@
city.kuki.lg.jp

）
へ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
エ
イ
ズ

発
症
者
の
人
権
に
つ
い
て

　次の方が、10月１日付けで、法務大臣から委嘱されま
した。

　人権擁護委員は市民の中から市長が推薦し、議会の議
決を経て法務大臣が委嘱する民間のボランティアで、人
権相談や人権尊重のための啓発活動などを行っています。
　法務局久喜支局のほか、久喜市でも人権相談・女性相
談を行っていますので、お困りの方は、お気軽にご相談
ください。詳しくは、21ページの無料相談をご覧くださ
い。

久
喜
市
社
会
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
開
催

Ｗウ

ィ

ズ

ｉ
ｔ
ｈ 

Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
体
験
学
習
ツ
ア
ー

人権擁護委員に委嘱されました
人権

それは愛

広報　くき　2017（平成29年）.１ 10



【
相
談
事
例
】

　
知
ら
な
い
電
話
番
号
か
ら
携
帯

電
話
に
着
信
が
あ
っ
た
。
心
当
た

り
は
な
か
っ
た
が
、
本
当
に
自
分

へ
の
用
事
だ
っ
た
可
能
性
も
捨
て

き
れ
な
か
っ
た
の
で
折
り
返
し
電

話
す
る
と
、「
有
料
サ
イ
ト
の
利

用
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
強
制
執
行
に
な

る
、
利
用
料
金
を
知
り
た
け
れ
ば

１
を
、
強
制
執
行
を
停
止
し
た
け

れ
ば
２
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
女
性
の
声
で
自
動
音
声
が
流
れ

た
。
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
覚

え
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
咄
嗟
に

１
を
押
し
て
し
ま
っ
た
が
、
呼
び

出
し
音
が
鳴
る
だ
け
で
応
答
は
な

か
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

不
安
だ
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
携
帯
電
話
や
固
定
電
話
の
着
信

に
出
た
り
、
折
り
返
し
電
話
し
た

と
こ
ろ
、
自
動
音
声
で
「
有
料
サ

イ
ト
の
利
用
料
が
未
払
い
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
訴
訟
の

準
備
に
入
る
。」な
ど
と
言
わ
れ
、

そ
の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て

ダ
イ
ヤ
ル
を
プ
ッ
シ
ュ
し
て
い
く

と
、
最
終
的
に
個
人
情
報
を
聞
き

取
ら
れ
た
り
、
身
に
覚
え
の
な
い

料
金
を
請
求
さ
れ
た
り
し
た
、
と

い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
非
通
知
や
見
知
ら
ぬ
電
話
番
号

に
は
、
な
る
べ
く
出
た
り
折
り

返
し
電
話
し
た
り
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

ず
出
た
り
折
り
返
し
電
話
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
事

例
の
よ
う
な
相
手
が
出
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

②
「
訴
訟
を
起
こ
す
」
な
ど
と
言

わ
れ
不
安
に
な
っ
て
も
、
決
し

て
金
銭
の
要
求
に
応
じ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
身
に
覚
え
の
な
い

請
求
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

③
他
に
も
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

　
使
っ
て
、公
共
機
関
を
か
た
り
、

　
給
付
金
等
の
支
給
な
ど
と
言
っ

て
個
人
情
報
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
～
金
曜
日
／
９
時
～
1₆
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
21
ペ
ー

ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係（
内
線
２
６
３
３
）

くらしの
110番
トラブル情報

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
利
用
し
た

架
空
請
求
に
気
を
つ
け
て
！

開 催 し ま す
防災講演会

　防災意識の向上を図るため、災害に関する知識を深め、
自助と共助の大切さを学びます。
※手話通訳者を配置します。
日時　１月29日㈰　受け付け13時／13時30分～1₅時30分
場所　栗橋文化会館（イリス）ホール
内容　講演「避難所で、あなたの命と健康守れますか？
～高齢者・障がい者・子ども・女性などの視点から～」
／自主防災組織活動事例発表
講師　浅

あさ

野
の

幸
さち

子
こ

さん（減災と男女共同参画研修推進セン
ター共同代表）
定員　47₆人（当日会場先着順）
入場料　無料
問合せ　消防防災課危機管理係（内線2₆4₆）

第17回みんなで跳ぼうよ
なわとびフェスタ

日時　２月12日㈰　受け付け９時／10時～13時
場所　毎日興業アリーナ久喜メインアリーナ（総合第
１体育館）
内容　①親子２人跳び／②あなたも挑戦「なわとび名
人認定」／③長なわ10人連続８の字跳び／④長なわ10
人ならび跳び／⑤全員リレー
対象　市内在住・在勤・在学者
費用　①・②１人100円（２種目重複しても100円）、
③・④１チーム₅00円（①～④全て保険料含む）
※当日集金します。
持物　とびなわ、上履き
主催　久喜市スポーツ推進委員協議会
申込期限　１月2₅日㈬
申込方法　申込書（生涯学習課または教育委員会各分
室で配布）に必要事項を明記の上、直接またはＦＡＸ
で、配布場所（ 8₅－1788）へ
問合せ　生涯学習課スポーツ振興係（菖蒲総合支所内
／内線3₆8）へ

久喜市小・中・高・特別支援学校
書きぞめ展覧会

日時　１月21日㈯　９時～1₆時
場所　久喜北小学校（小学校展）、本町小学校（中・
高・特別支援学校展）
内容　市内の小・中・高・特別支援学校児童生徒の書
きぞめの作品の展覧会
問合せ　久喜市教育研究会事務局（栗橋南小・教頭）
☎₅2－023₅／指導課指導係（菖蒲総合支所内／内線
34₆）

久喜市民芸術祭
日時　１月22日㈰　開場９時30分／９時4₅分～1₆時10分
場所　久喜総合文化会館小ホール
内容　合奏、合唱、フラダンス、キッズダンス、吟詠、
謡曲、舞踊、演劇など
出演　市内文化芸術団体、幼稚園、中学校演劇部など
入場料　無料
問合せ　生涯学習課文化振興係（菖蒲総合支所内／内線
3₆9）
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市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
子

の
出
産
に
対
し
て
、
お
祝
い
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象　
ご
自
身
で
第
３
子
以

降
の
子
を
出
産
し
、
か
つ
、
そ
の

子
の
生
ま
れ
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録

の
あ
る
方

※
租
税
、
保
険
料
、
徴
収
金
等
の

　
滞
納
の
あ
る
世
帯
お
よ
び
生
活
保

　
護
受
給
世
帯
は
除
く
。

お
祝
い
の
金
額　
第
３
子
…
５
万

円
／
第
４
子
…
10
万
円
／
第
５
子

以
降
…
2₅
万
円

申
請
期
限　
対
象
と
な
る
子
が
生

ま
れ
た
日
か
ら
１
年
以
内

必
要
書
類　
①
受
給
資
格
認
定
申

請
書　
②
支
給
対
象
者
が
出
産
し

た
全
て
の
子
の
記
載
の
あ
る
戸
籍

謄
本

申
請
窓
口
・
問
合
せ　
子
育
て
支

援
課
医
療
手
当
係
（
内
線
３
２
８

６
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
４
６
／
栗
橋
・
内
線

２
３
８
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
７
）

　
お
子
さ
ん
が
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
医
療
費

（
保
険
給
付
分
）の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
受
給
資
格

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

支
給
対
象　
入
院
通
院
と
も
満
1₅

歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の

末
日
ま
で

助
成
内
容　
保
険
診
療
に
係
る
医

療
費
の
一
部
負
担
金
か
ら
高
額
療

養
費
、
附
加
給
付
金
を
控
除
し
た

額
に
、
入
院
時
食
事
療
養
標
準
負

担
額
を
加
算
し
た
額
を
助
成

※
学
校
で
の
け
が
な
ど
で
日
本
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共

　
済
給
付
を
受
け
る
場
合
は
対
象
外

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
養
育
者
家

庭
の
方
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

場
合
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部

が
申
請
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
子
を
育
て
て
い
る
父
、
母
ま
た

は
養
育
者
（
所
得
制
限
あ
り
）

　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
／
父

ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
／
父
ま
た

は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
／

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
／
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
／
父
ま
た
は
母

が
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
保
護
命
令
を
受
け

た
／
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

申
請
方
法　
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
い
を
し
た
場
合
は
、
子
ど
も

医
療
費
支
給
申
請
書
に
医
療
機
関

の
領
収
書
を
添
付
し
、
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
方
法　
登
録
時
の
指
定
口
座

へ
お
振
込
み
し
ま
す
。

既
に
登
録
済
の
方
へ　
保
険
証
等

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
変
更
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
６
）
／
各
総

合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

４
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲

宮
・
内
線
１
６
６
）

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
／
母

が
未
婚
で
あ
る

支
給
期
間　
申
請
日
か
ら
子
ど
も

が
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末

（
３
月
31
日
）
ま
で

※
子
ど
も
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満

申
請
方
法　
該
当
の
要
件
に
応
じ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
９
）
／
各
総

合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

４
５
／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲

宮
・
内
線
１
６
８
）

　市では、久喜市のため功労顕著なもの・市民で徳行卓
越なものを表彰しています。久喜市表彰規則に基づき該
当する個人の方または団体の皆さんをご推薦ください。
表彰対象となる功績　地方自治の振興に貢献したもの／
産業の発展に貢献したもの／防災の活動に貢献したもの
／交通安全又は防犯の活動に貢献したもの／環境の保全
又は創造に貢献したもの／保健衛生の改善又は向上に貢
献したもの／福祉の向上に貢献したもの／児童又は青少
年の健全育成に貢献したもの／教育、文化又はスポーツ
の振興に貢献したもの／善行が特に優れ、他の模範とな
るもの／公共のために多額の金品を寄附したもの／その
他本市に対し、特別の功労があるもの又は地域社会の利
益を興したもの
提出書類　推薦書（市ホームページからダウンロード
可。）
選考結果　結果は推薦者の方に通知します。
その他　久喜市表彰規則および推薦書は、市ホームペー
ジでご覧いただけます。
提出先・問合せ　秘書課秘書係（内線2223）

子
ど
も
医
療
費
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
お
知
ら
せ

す
く
す
く
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

市表彰制度をご存知ですか
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久
喜
市
栗
橋
・
鷲
宮
地
域
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
運
営
協
議
会
で

は
、
環
境
保
全
の
た
め
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
搬
入
す
る
と
き
は
、
泥
な
ど
の

汚
れ
を
落
と
し
、
異
物
、
異
素
材

の
混
入
を
避
け
て
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
劣
化
し
た
も
の
、
分
別

さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
汚
れ
が
ひ

ど
い
も
の
は
、
受
け
入
れ
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

搬
入
で
き
る
方　
栗
橋
・
鷲
宮
地

区
の
農
業
者
（
法
人
を
除
く
）

収
集
で
き
る
素
材　
硬
質
系
ポ
リ

日
時　
２
月
19
日
㈰　
受
け
付
け

８
時
4₅
分
／
９
時
～
12
時

場
所　
久
喜
消
防
署

内
容　
心
肺
蘇
生
法（
人
工
呼
吸・

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
法
）
な
ど

講
師　
久
喜
消
防
署
職
員

対
象　
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

定
員　
30
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い

服
装（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、運
動
靴

申
込
期
間   

１
月
10
日
㈫
～
31
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
健
康
医
療
課
地
域
医

療
係
（
内
線
３
４
２
４
）
へ

※
講
座
終
了
後
に
「
普
通
救
命
講

　
習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

エ
チ
レ
ン
（
水
稲
用
育
苗
箱
、
セ

ル
ト
レ
イ
、フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ナ
、

収
穫
コ
ン
テ
ナ
等
）

収
集
日
・
収
集
場
所　
栗
橋
地
区
…

１
月
19
日
㈭　
13
時
～
1₅
時　
Ｊ

Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
豊
田
倉
庫
／
鷲
宮

地
区
…
１
月
19
日
㈭　
９
時
～
11

時　
Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
桜
田
支
店

／
１
月
20
日
㈮　

９
時
～
11
時

Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
葛
梅
倉
庫

負
担
金　
１
㎏
に
つ
き
12
円
（
税

込
み
）

問
合
せ　
久
喜
市
栗
橋
・
鷲
宮
地

域
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
運
営
協

議
会
（
Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
桜
田
支

店
内
）　
☎
₅9
・
０
０
０
１

◆
蓮
田
市

は
す
だ
Ｆフ

ュ

ー

チ

ャ

ー

ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
フ
ェ
ス
タ

日
程　
１
月
28
日
㈯　
12
時
30
分

／
１
月
29
日
㈰　
10
時

場
所　
ハ
ス
ト
ピ
ア
（
総
合
文
化

会
館
）

内
容　
映
画
の
上
映
な
ど

問
合
せ　
は
す
だ
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
蓮
田
市

商
工
課
商
工
観
光
担
当
内
）　
☎

０
４
８
・
７
６
５
・
１
７
２
３

◆
幸
手
市

幸
手
宿
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り

日
時　
２
月
2₆
日
㈰   

10
時
～
1₅
時

場
所　
幸
手
中
央
通
り
（
中
１
丁

目
交
差
点
～
荒
宿
交
差
点
）

内
容　
幸
手
の
新
グ
ル
メ
を
中
心

と
し
た
飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
・
販

売
な
ど

問
合
せ　
幸
手
市
商
工
会   

☎
43・

３
８
３
０

◆
白
岡
市

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
程　
１
月
18
日
㈬　
12
時
20
分

箏こ
と

・
尺
八
・
三さ

ん

弦げ
ん

の
演
奏
／
２
月

21
日
㈫　
12
時
20
分　
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
指
笛
の
演
奏
／
３
月
1₅
日
㈬

12
時
20
分　
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の

演
奏

場
所　
白
岡
市
役
所
庁
舎
１
階
市

民
ラ
ウ
ン
ジ

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

担
当　
☎
92
・
１
１
１
１
（
内
線

２
７
３
）

◆
宮
代
町

里
山
の
冬
の
自
然
観
察
会
＆

壁
掛
け
作
り

日
時　
１
月
1₅
日
㈰   

９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　
新
し
い
村　
芝
生
広
場
ス

テ
ー
ジ
前

内
容　
里
山
の
自
然
を
体
の
五
感

全
て
を
通
じ
て
観
察

持
物　
虫
眼
鏡
、
双
眼
鏡

主
催　
山
崎
山
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

共
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
代
水
と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
宮
代
町

問
合
せ　
宮
代
町
町
民
生
活
課
環

境
推
進
担
当　
☎
34
・
１
１
１
１

（
内
線
２
７
４
）

◆
杉
戸
町

す
ぎ
と
七
福
神
め
ぐ
り

日
程　
タ
ク
シ
ー
コ
ー
ス　
１
月

28
日
㈯
／
前
半
（
８
・
５
㎞
）
徒

歩
コ
ー
ス　
２
月
18
日
㈯
／
後
半

（
６
・
６
㎞
）
徒
歩
コ
ー
ス　
２

月
2₅
日
㈯

内
容　
飲
食
・
買
い
物
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ガ
イ
ド
付
き
の
七
福
神

め
ぐ
り

定
員　
各
コ
ー
ス
20
人（
申
込
順
）

費
用　
タ
ク
シ
ー
コ
ー
ス
１
人
３

８
０
０
円
／
前
・
後
半
徒
歩
コ
ー

ス
各
コ
ー
ス
１
人
２
０
０
０
円

問
合
せ　
日
光
街
道
す
ぎ
と
七
福

神
事
務
局　
☎
32
・
０
３
４
２

と
な
り
ま
ち
へ行こ

う

タ
ウ
ン
情
報

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
日
の
お
知
ら
せ

（
栗
橋
・
鷲
宮
地
区
）

普
通
救
命
講
習
会

～
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
た
め
に
～
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市
で
は
、
優
れ
た
技
術
と
技
能
を
持
っ
た
市

内
の
優
秀
な
技
能
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
次
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

問
合
せ　
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
内
線
２

８
８
２
）

・門
かど

井
い

　武
たけ

男
お

さん（造園業）
・大

おお

手
て

　勲
いさお

さん（大工）
・渡

わた

辺
なべ

　明
あき

彦
ひこ

さん（理容業）
・佐

さ

藤
とう

　久
ひさ

志
し

さん（理容業）

　
旧
久
喜
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
長
お
よ
び
委
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
立

的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
、
固
定
資
産
の
公

平
な
評
価
と
適
正
な
課
税
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
₅₅
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
長
年
に

わ
た
り
薬
剤
師
と
し
て
市
民
の
保
健
衛
生
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

薬
剤
師
と
し
て
市
内
小
・
中
学
校
の
環
境
衛

生
の
向
上
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
７
年
か
ら
現
在
も
引
き
続
き
、
市
医

と
し
て
市
の
保
健
事
業
に
協
力
さ
れ
、
学
校

歯
科
保
健
お
よ
び
市
民
の
歯
科
保
健
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
鷲
宮
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
お
よ

び
委
員
な
ら
び
に
久
喜
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
投
・
開
票
事
務
の

効
率
化
・
迅
速
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
そ
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
鷲
宮
町
交
通
指
導
員
お
よ
び
久
喜
市
交

通
指
導
員
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
童
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
毎
日
登
校
時
の
立
哨
を
行
う
な

ど
、
地
域
の
交
通
安
全
に
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

渡
わた

邉
なべ

　義
よし

久
ひさ

さん
（上清久）

根
ね

本
もと

　昌
まさ

子
こ

さん
（菖蒲町菖蒲）

野
の

村
むら

　弘
ひろ

道
みち

さん
（東大輪）

小
こ

澤
ざわ

　重
しげ

雄
お

さん
（八甫）

飯
いい

島
じま

   美
み

江
え

子
こ

さん
（桜田）

写真左から門井さん、大手さん

　平成24年３月に策定した「久喜市健康増進計画」お
よび「久喜市食育推進計画」を市民に周知し、計画を
推進するため、市内在住・在学の３歳以上の幼児、小・
中学生を対象に、健康づくりや食育推進を啓発するポ
スターを募集しました。たくさんのご応募ありがとう
ございました。平成28年12月号から４回にわたり、各
部門の入賞者を紹介しています。
　第２回は小学生低学年の部です。
問合せ　健康医療課健康企画係（内線3422）
金賞　久喜小学校 ３年　大

おお

内
うち

　正
まさ

温
はる

　さん
金賞　久喜小学校 ３年　中

なか

山
やま

　一
かず

喜
き

　さん
金賞　青毛小学校 １年　石

いし

森
もり

　美
み

月
づき

　さん
金賞　久喜東小学校 ２年　鈴

すず

木
き

　美
み

海
う

　さん
金賞　栗橋西小学校 ２年　小

こ

林
ばやし

　大
だい

輝
き

　さん
銀賞　久喜小学校 ３年　松

まつ

本
もと

　龍
りゅう

弥
や

　さん
銀賞　久喜東小学校 ２年　森

もり

　まどか　さん
銀賞　菖蒲小学校 ２年　新

あら

井
い

　優
ゆ

芽
め

　さん
銀賞　栗橋小学校 ３年　廣

ひろ

瀬
せ

　暖
のん

　さん
銀賞　東鷲宮小学校 １年　島

しま

田
だ

　有
あり

彩
さ

　さん

知
事
表
彰
（
地
方
自
治
功
労
）

知
事
表
彰
（
保
健
衛
生
功
労
）

知
事
表
彰
（
交
通
安
全
功
労
）

知
事
表
彰
（
歯
科
保
健
功
労
）

久
喜
市
優
秀
技
能
者
表
彰

健康づくり・食育推進啓発ポスターの
入賞者を紹介します

（連載第２回）

（
順
不
同
）
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齊
さい

藤
とう

　壮
そう

哉
や

くん（11か月）
（伊坂）
笑顔が素敵♪

★�あやめ・ラベンダーのブルーフェスティバル

発展のために

　久喜地区更生保護女性会菖蒲部会さん
 背付ベンチ２台
★保健福祉のために

　川口信用金庫さん
金300,000円

　市長が、市内で先進的な取り組みや個性的な取り組みを行っている事業者の現場を訪問し、事業の様子の見学や
意見交換を行う「市長の№１訪問」を始めました。
　「市長の№１訪問」は、今後も定期的に実施する予定です。
　詳しくは、市ホームページに紹介していますので、ぜひご覧ください。

■田中製麺㈱■
　第１回目の田中製麺㈱（菖蒲町新堀2₅47）では、生パスタなどの製造の
様子を見学した後、麺類全般のほか地元産の農産物を使ったラビオリの開
発や地域と連携した取り組みなどの説明を受けました。

■N
ノ イ

oi G
ガ ー デ ン

arden つかの■
　第２回目は花や野菜苗などを栽培するNoi Garden つかの（六万部912）を
訪問しました。地元の人に新鮮な苗を届けたいと、多種多様な花や野菜苗な
どの栽培に力を入れており、埼玉県シクラメン研究会で埼玉県知事賞を受賞
した実績もあるシクラメン栽培の様子を見学し、意見交換を行いました。

問合せ　シティプロモーション課広報広聴係（内線₅911）

▲生パスタの製造を見学する様子

▲シクラメン栽培の説明を受ける様子

　「雅楽谷俳句会」久喜句会は初心者から経験２・３
年の方を対象に俳句会を行っています。
　俳句の詠み方や鑑賞など分かりやすい講義があり、
初心者の方でも入門しやすい講座です。「雅楽谷」で
は年４回季刊誌である俳誌を発行し、全員の句を載せ
ています。また年２回程度、ほかの句会の人達と一緒
に吟行を行い親睦を兼ねた句会を行っています。今年
は谷中と浅草で吟行を行いました。普段知ってはいて
もなかなか歩かない町を歩くのも楽しみのひとつで
す。興味のある方は気軽にお問い合わせください。
活動日時　毎月第２金曜日　13時30分～1₆時30分
活動場所　東公民館
問 合 せ　恩

おん

田
だ

　☎・ 048－7₆9－₆17₅

愛の泉
〜善意をありがとうございます〜

雅
う

楽
た

谷
や

俳
はい

句
く

会
かい

市長のNo.1訪問を始めました
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　11月20日㈰、栗橋文化会館と栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センターで、
栗橋やさしさ・ときめき祭りが行われました。
　フリーマーケットや各種団体による模擬店、はしご車搭
乗体験があり、多くの来場者で賑わっていました。

　11月６日㈰、久喜総合文化会館で、健康・食育まつりが
行われました。
　当日は、健康づくり・食育に係る学校の発表や展示、糖
尿病をテーマにした講演、骨密度測定や食の試食・販売な
どが行われました。
　来場者は、体験などを通して健康・食への関心を高めて
いました。

　11月20日㈰、モラージュ菖蒲で「第３回クッキー甲子
園」が行われました。
　市内外の９校の高校が出場し、オリジナリティあふれる
クッキーを来場者と市内洋菓子店店主が審査をしました。
　最優秀作品賞には県立北本高等学校の「とまコロクッ
キー」、優秀作品賞には昌平高等学校の「田園～g

グ リ ー ン

reen 
b
ブ リ ー ズ

reeze～」が選ばれました。
　また、同会場ではお絵かきクッキー教室が行われ子ども
から大人まで真剣な表情で取り組んでいました。

　11月12日㈯、菖蒲文化会館（アミーゴ）で、第3₆回菖蒲
地区「人権のつどい・少年の主張大会」が行われました。
　小・中学生による人権標語や人権作文の発表、少年の主
張作文の発表が行われたほか、舞台発表として市内の幼稚
園や団体等による歌や太鼓の演奏が行われ、来場者から大
きな拍手が送られていました。

▲作文の発表

▲幼稚園児による太鼓の演奏

▲来場者に作品を渡している様子

▲糖尿病をテーマにした講演

▲表彰式で喜びのコメントをする県立北本高等学校の生徒

栗橋やさしさ・ときめき祭り

健康・食育まつり

クッキー甲子園

菖蒲地区「人権のつどい・少年の主張大会」
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　11月22日㈫、昌平高等学校サッカー部の針谷岳晃さん
（久喜市在住）が、平成28年度全国高等学校総合体育大会
第３位、Ｕ－19日本代表としてＳＢＳカップ国際ユース
サッカーに出場した報告のため、田中市長を表敬訪問しま
した。また、針谷さんは日本プロサッカーリーグ（Ｊリー
グ）のジュビロ磐田に入団が内定しており、チームのユニ
フォームを披露していただきました。

　11月13日㈰、鷲宮運動広場で、久喜市消防特別点検が厳
粛かつ盛大に行われました。
　この消防特別点検では入場分列行進にはじまり、消防団
員の服装規律の点検や機械器具の整備状況の点検などが行
われ、特にポンプ車操法や女性消防団員による心肺蘇生法
の実演に注目が集まりました。

　11月８日㈫、不動岡高等学校陸上競技部の角田ルアニィ
さん（久喜市在住）が、第71回国民体育大会「希

き

望
ぼう

郷
きょう

いわ
て国体」に出場し、棒高跳び（少年女子の部）で２位に入
賞したことを報告するため、田中市長を表敬訪問しまし
た。

関東中学校水泳競技会に出場し、女子400ｍ個人メドレー第３

位、200ｍ個人メドレー第６位に輝いた久喜南中学校の明
あ

石
かし

涼
すず

香
か

さん（左）／全日本中学女子軟式野球大会に出場し、準優勝した

久喜南中学校の新
あら

井
い

理
り

沙
さ

さん（右）

第41回関東中学校剣道大会に出場し、女子団体ベスト16に進出し

た菖蒲中学校剣道部の生徒（左から細
ほそ

田
だ

朱
あか

音
ね

さん、林
はやし

亜
あ

朱
す

真
み

さ

ん）／全日本中学女子軟式野球大会に出場し、準優勝した菖蒲中

学校の林
はやし

田
だ

真
ま

実
み

さん（右）

第22回西関東マーチングコンテストに出場し、金賞に輝いた栗橋

東中学校吹奏楽部の代表生徒（左から浜
はま

田
だ

穂
ほ

乃
の

香
か

さん、戸
と

田
だ

奈
な

々
な

さん）

全日本中学女子軟式野球大会に出場し、準優勝した栗橋西中学校

の岩
いわ

渕
ぶち

楓
ふう

花
か

さん（左）／平成28年度沼
ぬま

尻
じり

直
ただし

杯第42回全国中学生レス

リング選手権大会に出場した栗橋西中学校の本
ほん

荘
じょう

美
み

菜
な

さん（右）

　全国大会・関東大会に出場した中学生が、11月18日㈮に
田中市長を表敬訪問しました。

針
は り

谷
が や

岳
た け

晃
あ き

さん表敬訪問

久喜市消防特別点検

角
つ の

田
だ

ルアニィさん表敬訪問

中学生が市長を表敬訪問
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３
４
６

－

０
０
０
６　
久
喜
市
上

町
９
の
６
／
☎
22・３
７
２
３
）へ

給
付
額　
年
額
10
万
円
（
遺
児
１

人
当
た
り
）

給
付
時
期　
５
月
上
旬
（
給
付
決

定
通
知
書
を
送
付
）

申
請
書
配
布
場
所　
生
活
安
全
課
、

学
校
な
ど

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈫

提
出
方
法　
郵
送
ま
た
は
持
参
で
、

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
〒

３
３
０

－

０
０
６
３　
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
２
の
６
の
18
／
☎

０
４
８
・
８
２
２
・
０
１
９
１
）へ

問
合
せ　
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
２
９
５
８

日
時　
１
月
27
日
㈮　
受
け
付
け

12
時
／
13
時
～
1₆
時

場
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
平
成
29
年
３
月
大
学
・
短

期
大
学
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
方
、
３
年
以
内
の
既
卒
の
方

申
込
み　
不
要
（
入
退
場
自
由
）

そ
の
他　
来
場
者
に
求
人
企
業
情

報
（
参
加
企
業
一
覧
）
を
配
布
し

ま
す
。
履
歴
書
を
複
数
枚
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
雇
用
対
策
協
議
会

☎
０
４
８
・
６
４
７
・
４
１
８
５

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
kotaikyou-saitam

a.ne.jp/

た
め
、
埼
玉
県
は
同
世
帯
向
け
に

県
営
住
宅
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
住
宅

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
は

34
歳
以
下
の
夫
婦
で
、
入
居
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
、
久
喜
市

役
所
、
営
繕
課
、
各
総
合
支
所
に

て
配
布
中
の
応
募
書
類
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
21
日
㈯　
消
印

有
効

申
込
み
・
問
合
せ　
埼
玉
県
住
宅

供
給
公
社
募
集
担
当  

☎
０
４
８・

８
２
９
・
２
８
７
５

申
込
み
・
問
合
せ　
埼
玉
県
利
根

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
民
生
活
担

当　
☎
０
４
８
・
５
５
５
・
１
１

１
０

時
～
11
時
30
分

場
所　
栗
橋
い
き
い
き
活
動
セ
ン

タ
ー
し
ず
か
館
会
議
室
１
０
１

講
師　
山や

ま

田だ

喜よ
し

子こ

さ
ん
（
草そ

う

月げ
つ

流

師
範
）

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
2₅
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
大
き
さ

自
由
）
、
花
バ
サ
ミ
（
あ
る
方
）

主
催　
久
喜
市
栗
橋
文
化
協
会

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、同
協
会
事
業
部　
片か

た

山や
ま（
☎
・

₅2
・
０
１
１
９
）
へ

問
合
せ　
同
協
会　
山や

ま

田だ　
☎
０

９
０
・
９
３
１
９
・
８
７
２
３

日
程　
２
月
５
日
・
12
日
・
19
日・

2₆
日　
各
日
曜
日　
全
４
回　
10

日
時　
１
月
28
日
㈯　
受
け
付
け

13
時
30
分
／
14
時（
２
時
間
程
度
）

※
予
備
日
［
２
月
４
日
㈯
］
が
雨

天
時
の
場
合
受
け
付
け
の
み

場
所　
県
立
久
喜
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

講
師　
公
認
陸
上
指
導
員

対
象　
小
学
３
年
生
～
中
学
生（
学

校
に
陸
上
競
技
部
が
無
い
中
学
生
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
運
動
が
で
き
る
服
装・靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子

申
込
期
間   

１
月
11
日
㈬
～
27
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・

学
年
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

久
喜
東　
松ま

つ

本も
と

（
☎
０
９
０
・
６

５
１
６
・
７
３
５
３　
火
～
金
曜

日
の
10
時
～
1₆
時
／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss

943@
ybb.ne.jp

）
へ

※
体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

は
、
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
行
い

ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
作
り
た
い
の

で
教
え
て
ほ
し
い
」
方
か
ら
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
知
り
た
い
」
方
ま
で
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

講
習
会
で
す
。

　
講
習
会
終
了
後
に
、
設
立
に
係

る
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　
１
月
2₆
日
㈭   
13
時
30
分
～

1₅
時
30
分

場
所　
埼
玉
県
春
日
部
地
方
庁
舎

３
階
大
会
議
室
（
春
日
部
市
大
沼

１
の
7₆
）

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１
月
13
日
㈮

　
若
年
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る

　
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

県
民
を
対
象
に
、
交
通
遺
児
等
援

護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
交
通
事
故
（
陸
海
空
全
て

の
交
通
機
関
の
運
行
に
よ
り
生
じ

た
事
故
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は

重
い
障
が
い
を
負
っ
た
保
護
者
に

養
育
さ
れ
て
い
る
平
成
10
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
お

よ
び
児
童
・
生
徒
で
、
次
の
表
に

掲
げ
る
世
帯
に
属
す
る
方

◆
豆
ま
き
で
遊
ぼ
う
！

　
～
み
ん
な
で
子
育
て
楽
し
い
ね
～

日
時　
２
月
１
日
㈬　
10
時
～
11

時
30
分

場
所　
菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
大
切
さ

と
、
み
ん
な
で
子
育
て
す
る
楽
し

さ
を
体
験

講
師　
藤ふ

じ

村む
ら

正ま
さ

代よ

さ
ん
（
お
ば
や

し
保
育
園
い
ち
ご
広
場
保
育
士
）

定
員　
親
子
10
組
（
申
込
順
）

申
込
期
間　
１
月
11
日
㈬
～
24
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
９
時
～
1₆

時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　
同
セ
ン
タ
ー

菖
蒲　
☎
8₅
・
２
０
１
５

対
象
者
人
数

総
所
得
額

１
人

２
７
４
万
円
以
下

２
人

３
１
２
万
円
以
下

３
人

３
５
０
万
円
以
下

４
人

３
８
８
万
円
以
下

５
人
以
上

４
２
６
万
円
以
下

若
年
子
育
て
世
帯
向
け
県

営
住
宅
の
入
居
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方
～
設
立

基
礎
講
習
会
in
春
日
部

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
体
験
教
室

エ
コ
で
生
け
花
教
室

求
人
企
業
合
同
面
接
会

交
通
遺
児
等
援
護
金

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会
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お知らせ
久喜市役所 ☎22ー1111

菖蒲総合支所 ☎85ー1111

栗橋総合支所 ☎53ー1111

鷲宮総合支所 ☎58ー1111



…
深
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
ツ
バ
キ
／
④
越
谷
会
場
…

埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

予
約
・
問
合
せ　
埼
玉
司
法
書
士

会　
☎
０
４
８
・
８
６
３
・
７
８

６
１

３
４
６

－

０
０
０
６　
久
喜
市
上

町
９
の
６
／
☎
22・３
７
２
３
）へ

日
時　
２
月
４
日
㈯   

10
時
1₅
分
～

13
時
30
分

場
所　
栗
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
く
ぷ
る
）

定
員　
80
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円（
そ
ば
材
料
費
）

協
賛　
加
須
落
語
愛
好
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
豊
田
ふ
る
さ
と
づ
く
り
振

興
会

主
催
・
問
合
せ　

彩さ
い

蕎き
ょ
う

一い
ち

門も
ん

会か
い

日
程　

２
月
11
日
㈷
・
12
日
㈰

（
１
泊
）　
５
時
30
分
市
役
所
集
合

場
所　
群
馬
県
か
た
し
な
高
原
ス

キ
ー
場

宿
泊　
尾
瀬
倶
楽
部
み
な
も
と

※
大
型
貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用

内
容　
班
別
講
習
、級
別
テ
ス
ト
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

講
師　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認

指
導
員

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　
40
人
（
申
込
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
時
は
中
止
の

場
合
あ
り

費
用　
小
学
生
…
１
万
９
５
０
０

円
／
中
学
生
以
上
…
２
万
２
５
０

０
円
（
宿
泊
費
朝
夕
２
食
付
き
、

往
復
交
通
費
、
傷
害
保
険
料
、
リ

フ
ト
２
日
券
含
む
）

※
レ
ン
タ
ル
代
（
２
日
分
）
、
ス

キ
ー
（
大
人
４
０
０
０
円
／
小

人
３
０
０
０
円
）
、
ウ
ェ
ア
代

　
（
３
５
０
０
円
）、昼
食
代
（
２

　
日
分
）
は
別
途
自
己
負
担

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
～
29
日
㈰

申
込
方
法
・
問
合
せ　
事
前
に
電

話
で
連
絡
の
上
、費
用
を
添
え
て
、

直
接
、
久
喜
市
ス
キ
ー
連
盟
久
喜

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局   

武た
け

井い（
〒

◆
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
時　
２
月
１
日
㈬   

10
時
30
分
～

11
時

場
所　
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

内
容　
鬼
の
お
面
作
り
と
豆
ま
き

対
象　
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　
40
組
（
申
込
順
）

申
込
期
間　
１
月
11
日
㈬
～
18
日

㈬　
９
時
～
17
時

※
休
館
日
を
除
く

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
児
童
館
へ

◆
名
作
映
画
会

日
時　
１
月
21
日
㈯　
14
時

場
所　
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
山
び
こ
学
校
」
（
１
９

５
２
年
日
本
作
品　
木き

村む
ら

功い
さ
お、
岡お

か

田だ

英え
い

次じ

ほ
か
）
１
０
５
分

定
員　
₅0
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
無
料

◆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講
座

　
家
庭
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と

き
の
絵
本
の
楽
し
み
方
や
選
び
方

と
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の
基
礎

的
な
知
識
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
時　
２
月
14
日
㈫　
10
時

場
所　
菖
蒲
文
化
会
館
多
目
的
室

内
容　
読
み
聞
か
せ
の
楽
し
み
方

と
絵
本
の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

講
師　
中な

か

島じ
ま

信の
ぶ

子こ

さ
ん
（
菖
蒲
お

は
な
し
か
ご
）

定
員　
1₅
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
１
月
12
日
㈭　
10
時

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

菖
蒲
図
書
館
へ

た
る
み　
☎
０
９
０・２
４
０
６・

５
９
３
１

※
原
材
料
に
そ
ば
粉
、
小
麦
粉
を

使
用
し
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日
㈯　
講
演
会
…

「
成
年
後
見
及
び
相
続
に
つ
い
て
」

９
時
30
分
～
10
時
4₅
分
（
浦
和
会

場
・
川
越
会
場
・
深
谷
会
場
）
／

相
談
会
…
11
時
～
1₆
時
（
電
話
相

談
・
面
談
相
談
／
全
会
場
共
通
）

電
話
相
談　
☎
０
４
８・８
７
２・

８
０
５
５
（
当
日
の
み
通
話
可
）

面
談
相
談
（
要
予
約
）

①
浦
和
会
場
…
埼
玉
司
法
書
士
会

館
／
②
川
越
会
場
…
ウ
ェ
ス
タ
川

越
研
修
室
２
・
３
／
③
深
谷
会
場

−

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

−

◆
い
ち
ご
大
福
・
う
ぐ
い
す
餅
作

り
体
験

日
時　
２
月
24
日
㈮  
９
時
30
分
～

12
時
30
分

内
容　
久
喜
産
い
ち
ご
を
使
っ
た

和
菓
子
作
り

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
６
人
（
申
込
順
）

費
用　
６
０
０
円

持
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
開
始　
１
月
10
日
㈫　
12
時

30
分

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
で
、

栗
橋
総
合
支
所
環
境
経
済
課
（
内

線
２
４
５
）
へ

※
参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

落
語
と
手
打
ち
そ
ば
を

楽
し
む
集
い

第
52
回
市
民
ス
キ
ー
教
室

市
立
図
書
館

−

中
央
図
書
館

−☎
21
・
０
１
１
４

−

菖
蒲
図
書
館

−☎
87
・
１
３
８
８

鷲
宮
児
童
館☎

58
・
７
０
５
４

−

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室

−

☎
52
・
２
０
０
０

し
み
ん
農
園

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
無
料
相
談
会
・

講
演
会
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◆
健
康
講
演
会

日
時　
１
月
2₆
日
㈭  

13
時
～
14
時

内
容　
「
高
血
圧
と
そ
の
予
防
～

意
外
と
知
ら
な
い
血
圧
の
話
」

講
師　
坂さ

か

田た

亨と
お
るさ
ん
（
さ
か
た
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

※
各
催
し
は
、₆0
歳
以
上
の
方
が
、

　
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
１
月
20
日
㈮  

13
時
30
分
～

1₆
時

場
所　
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）
会
議
室
Ａ

内
容　
成
年
後
見
制
度
を
中
心
と

し
た
高
齢
者
の
方
等
の
悩
み
ご
と

に
関
す
る
相
談
会

対
象　
市
内
在
住
者
と
そ
の
親
族

の
方
、
市
内
在
勤
者

費
用　
無
料

主
催
・
共
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
久
喜
支
部
、

久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会

後
援　
久
喜
市

申
込
み　
不
要
（
事
前
連
絡
の
方

優
先
、
当
日
来
場
者
に
も
対
応
）

問
合
せ　
同
セ
ン
タ
ー
久
喜
支
部

荒あ
ら

井い（
☎
₅2・２
３
３
０
／
Ｅ
メ
ー

ルssc.kuki@
gm

ail.com

）

◆
健
康
体
操

日
時　
１
月
17
日
㈫  

13
時
～
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　
１
月
18
日
㈬  
13
時
30
分
～

1₅
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
１
月
2₅
日
㈬  

10
時
～
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　
小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

◆
休
館
の
お
知
ら
せ

　
菖
蒲
図
書
館
と
鷲
宮
図
書
館
は
、

特
別
整
理
等
の
た
め
、
休
館
し
ま

す
。
休
館
中
の
本
の
貸
し
出
し
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
休
館
中
の
図
書
館
が
所

蔵
す
る
資
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
、
お
よ
び
市
内
の
他
の
図
書

館
へ
の
取
り
寄
せ
も
で
き
ま
せ
ん
。

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
へ
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
）

鷲
宮
図
書
館
休
館
日　
１
月
24
日

㈫
～
31
日
㈫

菖
蒲
図
書
館
休
館
日　
１
月
2₅
日

㈬
～
２
月
１
日
㈬

※
期
間
中
は
、
森
下
公
民
館
所
蔵

　
の
図
書
に
つ
い
て
も
、イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
を
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
菖
蒲
図
書
館　
☎
87
・

１
３
８
８
／
鷲
宮
図
書
館  

☎
₅8・

１
０
０
２

◆
大
人
の
社
会
科
見
学
～
Ｊ
Ａ
Ｌ

工
場
見
学
へ
行
こ
う
！
～

日
時　
２
月
28
日
㈫　
中
央
公
民

館
ロ
ビ
ー
集
合
９
時
30
分
～
17
時

※
市
バ
ス
を
利
用

場
所　
日
本
航
空
㈱
Ｊ
Ａ
Ｌ
工
場

対
象　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

～
鷲
宮
公
民
館
ま
つ
り
～

◆
展
示
の
部

場
所　
鷲
宮
公
民
館
ロ
ビ
ー

時
間　
９
時
～
19
時

内
容　
①
２
月
２
日
㈭
～
８
日
㈬

…
絵
画
・
絵
手
紙
／
②
２
月
９
日

㈭
～
1₅
日
㈬
…
マ
ク
ラ
メ
編
み
・

児
童
絵
画
・
俳
句
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
絵
手
紙
／
③
２
月
1₆
日
㈭
～

22
日
㈬
…
写
真
・
絵
手
紙
・
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
書
道
・
折

り
紙
／
④
２
月
23
日
㈭
～
３
月
２

日
㈭
…
写
真
／
⑤
３
月
３
日
㈮
～

９
日
㈭
…
絵
画
・
書
道
／
⑥
３
月

10
日
㈮
～
1₆
日
㈭
…
俳
句
・
籐
工

芸
・
写
真
・
押
し
花
／
⑦
３
月
17

日
㈮
～
23
日
㈭
…
写
真

在
勤
・
在
学
者

定
員　
2₅
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
約
４
０
０
円
（
高
速
道
路

通
行
代
）

持
物　
昼
食
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
、
保
険
証
な
ど

申
込
期
限　
１
月
24
日
㈫　
必
着

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
（
２
人

１
葉
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
事

業
名
・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号

（
お
持
ち
の
方
）
・
在
勤
、
在
学

の
方
は
勤
務
先
等
を
明
記
の
上
、

中
央
公
民
館
（
〒
３
４
６

－

０
０

０
３　
久
喜
市
久
喜
中
央
４
の
７

の
７
／chuo-kom

inkan@
city.

kuki.lg.jp
）
へ

※
各
期
間
の
初
日
の
午
前
と
最
終

日
の
午
後
は
準
備
等
に
よ
り
、

展
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
２
月
27
日
㈪
は
休
館
日

◆
講
座
の
部

日
時　
２
月
12
日
㈰   

10
時
～
12
時

場
所　
実
習
室

内
容　
韓
国
料
理
チ
ャ
プ
チ
ェ

講
師　
国
際
婦
人
会

定
員　
24
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
２
０
０
円
（
材
料
費
）

持
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
開
始　
１
月
10
日
㈫　
９
時

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｅ
メ
ー
ル（
い
ず
れ
も
２
人
ま
で
）

で
、鷲
宮
公
民
館（
Ｅ
メ
ー
ルw

ashi
nom

iya-kom
inkan@

city.kuki.lg.
jp

）
へ

高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
相
談
会

公
民
館

−

中
央
公
民
館

−☎
21
・
１
５
５
０

−

鷲
宮
公
民
館

−☎
58
・
８
１
４
４

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３
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内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

１月10日㈫
10時～1₅時

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

１月18日㈬
13時～1₅時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室・和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎8₅－1111（内線231）

１月19日㈭
13時30分～1₅時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎₅3－1111（内線322）

１月23日㈪
９時30分～11時30分

鷲宮総合支所４階
40₅会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎₅8－1111（内線318）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

１月20日㈮
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）２月３日㈮

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日から）

２月20日㈪
13時30分～1₆時30分

市役所１階
相談室１・２

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2₆33）

栗橋総合支所２階
第４会議室

３月１日㈬
13時30分～1₆時30分

市役所１階
相談室１・２
菖蒲総合支所４階
第３集会室

３月９日㈭
13時30分～1₆時30分

鷲宮総合支所４階
408会議室

行政相談
（国などの行政サービスへ
の意見・要望に関すること）

１月17日㈫
9時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2₆33）

鷲宮総合支所４階
40₅会議室

１月17日㈫
13時30分～1₆時

市役所４階
第３会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活センター

※来室の際は、必ずお問い合わせ
ください。　　　　　　　　

消費生活センター　☎22－392₅
※相談時間外のお問い合わせ先
は、生活安全課市民生活・青
少年係（内線2₆33）

特設消費生活相談
１月18日㈬

10時～12時／13時～1₆時
栗橋総合支所２階
第１・２会議室

年金相談
【要予約】

１月18日㈬
９時～12時／13時～1₅時

市役所１階
相談室１

市民課（総合窓口）市民係
（内線2₆₆3）

物忘れ相談【要予約】
２月17日㈮まで

２月21日㈫
９時～10時／10時30分～11時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所福祉課地域包括支
援係　☎₅3－1111（内線234）
※定員４人、治療中の方は除く

生活困窮者自立支援相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

８時30分～17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※緊急の場合を除き、来所の際は
お問い合わせください。　　

久喜市社会福祉協議会
☎23－2₅2₆

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22－1111（内線4₆9₅）

内職相談（あっせん）
毎週火・金曜日（祝日を除く）

10時～12時／13時～16時
市役所１階相談室１・２

※１月20日㈮のみ市役所４階第６
会議室　　　　　　　　　　

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
市役所１階子育て支援課

※電話相談可
子育て支援課子育て支援係
（内線3288）

子育て相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時30分
地域子育て支援センター

ぽかぽか／くぷる／すまいる
※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21−8596
くぷる　　☎55−1147
すまいる　☎59−7510

児童相談
毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）

９時～1₆時
児童センター／鷲宮児童館

※電話相談可
児童センター　☎21−8181
鷲宮児童館　　☎58−7054

育児相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
各市立保育園
※電話相談可

面接相談【要予約】
（学校生活、就学等に関す
ること）

１月18日㈬・25日㈬
14時30分～16時20分 中央幼稚園 指導課指導係

☎85－1111（内線345）

交通事故発生状況　11月　※（　）内は平成28年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
40

（₅90）
１
（８）

６
（39）

3₆
（734）

2₆0
（2,84₅）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　11月　※（　）内は平成28年の累計
建　物 １（21） 急　病 3₅2（3,87₅）

車両・船舶 １（５） 交　通 ₅₆（0,₅70）
その他 ２（19） その他 192（1,9₅3）
火災件数 ４（4₅） 救急件数 ₆00（₆,398）

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－824₆
あおば☎22－2₅₆₆／中央☎23－₆030／中央分園☎21－7870

広報　くき　2017（平成29年）.１21

市役所　☎ 22−1111／  22−3319●無　料　相　談
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鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ①１月13日㈮　受付：13時～13時4₅分
②２月９日㈭　受付：13時～13時4₅分

①平成28年９月生まれ
②平成28年10月生まれ

10か月児健康診査 １月12日㈭　受付：13時～13時4₅分 平成28年３月生まれ

１歳６か月児健康診査 １月27日㈮　受付：13時～13時4₅分 平成27年６月生まれ

３歳児健康診査 １月24日㈫　受付：13時～13時4₅分 平成2₅年９月生まれ

乳幼児健康相談 １月11日㈬、２月８日㈬
受付：13時～14時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ２月２日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい） ２月７日㈫　10時30分～11時30分 双子・三つ子の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～1₆時 市内在住者

２月28日㈫　受け付け９時45分／10時～11時
▼場所　中央保健センター１階
▼内容　手遊び・リズム遊びなど
▼対象　未就学児（０歳～６歳）とその保護者
▼定員　30　組（申込順）
▼費用　無料
▼主催　久喜母子愛育会
▼申込開始　２月１日㈬　９時
▼申込方法　直接または電話で、中央保健センター
　　　　　　（☎21－₅3₅4）へ

●対象の方には、平成28年５月下旬にがん検診の個別通知を郵送しています。
●その他の日程や会場は、平成28年度久喜市保健事業日程表または市ホーム
　ページをご覧いただくか、各保健センターにお問い合わせください。

１月25日㈬　13時〜15時30分
▼場所　鷲宮保健センター
▼内容　骨の健康チェック（踵

しょう

骨
こつ

超音波法）
　※予約不要。時間内に直接会場にお越しください。
▼対象　20歳以上の市内在住者
▼費用　無料
▼その他　 かかとの骨で測定します。着脱しやすい

靴下等でお越しください。
▼申込方法　 直接または電話で、鷲宮保健センター

（☎₅8－8₅21）へ

集団がん検診日程表

胃・肺・大腸・前立腺がん・
肝炎ウイルス検診・結核健康診断

乳がん・子宮頸がん検診

日程 ２月２日㈭ ２月１日㈬

会場 中央保健センター

お子さんがいる場合

　検診中（バス乗車中
および診察中）は、一
時的にお子様をお預か
りできますので、申し
込み時にお申し出くだ
さい。

２月の集団がん検診

予約受付中

問合せ　各保健センター　中央　☎21−5354　菖蒲　☎85−7021
栗橋　☎52−5577　鷲宮　☎58−8521

　親子で遊ぼう　骨の健康チェック 〜ひなまつり〜
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久喜・白岡休日夜間急患診療所
☎＆ 　21−9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間

○18時30分～21時30分…１月８日㈰・1₅日㈰・
22日㈰・29日㈰、２月５日㈰
○13時30分～16時30分、18時30分～21時30分…

１月１日㈷・２日㈪・３日㈫・９日㈷
診療時間　受付開始30分後から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●大人を対象とする救急電話相談	 ♯7000　☎048－824－4199

　受付時間　平日、土曜日…18時30分～22時30分
　　　　　　日曜日、祝日、年末年始…９時～22時30分
●小児救急電話相談	 ♯8000　☎048－833－7911

　受付時間　月～土曜日…19時～翌朝７時／日曜日、祝日、年末年始…７時～翌朝７時
●埼玉県救急医療情報センター
（医療機関案内）	 ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く
●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内）	 ☎048－723－8699

　受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分



１月10日㈫～２月９日㈭（１月１日～９日は広報くき12月１日号に掲載済）保健センターの保健事業
事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月2₆日㈭　受付：12時30分～13時4₅分 平成28年９月生まれ
10か月児健康診査 １月18日㈬　受付：12時30分～13時4₅分 平成28年２月生まれ
１歳６か月児健康診査 １月2₅日㈬　受付：12時30分～13時4₅分 平成27年７月生まれ
３歳児健康診査 １月19日㈭　受付：12時30分～13時4₅分 平成2₅年９月生まれ

乳幼児健康相談 １月11日㈬、２月８日㈬　
受付：９時30分～11時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 １月18日㈬　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

むし歯予防教室【要予約】 ２月９日㈭　受付：９時～11時 平成2₆年７月～12月生まれ
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～1₆時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～1₆時 市内在住者
不登校・ひきこもり家族の
つどい

１月1₆日㈪　14時～1₆時
場所：中央公民館 登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ２月７日㈫　受付：12時30分～12時₅0分 平成28年９月～10月生まれ
10か月児健康診査 １月30日㈪　受付：12時30分～12時₅0分 平成28年２月～３月生まれ
１歳６か月児健康診査 １月18日㈬　受付：12時30分～12時₅0分 平成27年５月～６月生まれ

乳幼児健康相談 １月10日㈫、２月９日㈭
受付：13時30分～1₅時

むし歯予防教室 １月2₅日㈬　受付：12時30分～12時₅0分 平成2₆年９月～12月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】 ２月１日㈬・８日㈬ 出産予定日が平成29年６月～９月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～1₆時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月24日㈫　受付：13時～13時30分 平成28年９月生まれ
10か月児健康診査 ２月７日㈫　受付：13時～13時30分 平成28年３月１日～４月1₅日生まれ
１歳６か月児健康診査 １月17日㈫　受付：13時～13時30分 平成27年６月１日～７月1₅日生まれ
３歳児健康診査 １月31日㈫　受付：13時～13時30分 平成2₅年９月１日～10月10日生まれ

乳幼児健康相談 １月11日㈬・2₆日㈭、２月６日㈪
受付：９時30分～11時

ママ・パパ教室【要予約】 ２月８日㈬　 出産予定日が平成29年４月～７月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～1₆時 市内在住者

ウォーキング体操 ２月２日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 １月19日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい）

１月11日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
（くぷる内）

双子・三つ子の保護者

コアラ（障がいのある子ど
もの保護者のつどい） １月17日㈫　10時～11時30分 心や身体に気がかりのある子どもの保護者

精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 １月19日㈭　13時30分～1₅時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可
わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） １月19日㈭　13時30分～1₅時30分 精神障がい者とその家族

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加や
受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚士
による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。
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●健康コーナー 中央保健センター☎21−5354／菖蒲保健センター☎85−7021

栗橋保健センター☎52−5577／鷲宮保健センター☎58−8521



は　　じ　　さいるび

▲このテープが目印です。
　�皆さんも探してみてくだ
さい。

久喜はイチゴの名産地

イチゴ狩りに行こう！ 直売所で買おう！

　イチゴは、埼玉県内でもトップクラスの
栽培面積、収穫量を誇る、久喜市の代表的
な農産物です。
　地元の農家の皆さんによって多くの手間
をかけて大切に育てられ、市内の農産物直
売所で販売されるほか、県内外の各地へ出
荷されています。

　久喜市では、市内農産
物をＰＲするため、「久
喜市産」と表示した野菜
結束テープを作成しまし
た。地元の農家の皆さん
が作ったおいしい農産物
をぜひ味わってみてくだ
さい。

一目でわかる！「久喜市産」

　菖蒲グリーンセンターでは、イチゴ狩り
が楽しめます。自分でもぎ取ったイチゴを
食べるのは、格別のおいしさです。
▼場所　菖蒲グリーンセンター
　　　　（菖蒲町小林227）
▼時間　９時30分～1₅時
▼内容　30分食べ放題
▼料金　 時期によって料金が異なります。
　　　　※３歳未満は無料です。

　久喜のイチゴは、市内のイチゴ農家による産地
直売のほか、次の直売所でも取り扱っています。
◆ＪＡ南彩　久喜キラリ直売館　　　☎25－1183
　　　　　　菖蒲グリーンセンター　☎85－4444
◆ＪＡ埼玉みずほ　さくらファーム　☎44－9559

主な品種と特徴

品種 特徴

とちおとめ
果皮は明るい赤色で、甘みの中に適度
な酸味があり食味は良好です。現在、
東日本のシェア№１の品種です。

やよいひめ
日持ちもよく甘みが強いのが特徴です。
大粒で平成17年に登録されたばかりの
新しい品種です。

イチゴ狩り料金表

時期
料　金

小学生以上 ３歳～未就学児

１月～３月 1,400円 1,100円
４月 1,200円 1,000円
５月 1,000円 800円

久喜のイチゴ
～今年もおいしく実りました～

問合せ　農業振興課農業振興係（内線28₆3）
各総合支所環境経済課（菖蒲・内線2₆0／栗橋・内線24₆／鷲宮・内線223）
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